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北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
夕
張
岳
植
生
を
行
っ
た
の
が
一
九
八
九
年
、
ユ
ウ
パ
リ
２

等
総
合
調
査
を
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
実
コ
ザ
ク
ラ
の
会
が
発
足
し
た
年
で
あ
る
。

施
、
翌
年
三
月
に
立
派
な
報
告
書
を
公
表
夕
張
市
は
、
一
九
九
○
年
三
月
に
当
会

し
た
。
そ
の
報
告
書
で
は
、
「
人
為
的
撹
な
ど
の
要
請
を
受
け
て
、
夕
張
岳
の
天
然

乱
や
破
壊
が
極
度
に
進
行
中
で
あ
り
、
こ
記
念
物
指
定
の
要
望
書
を
、
付
帯
条
件
を

れ
に
対
す
る
方
策
が
一
日
も
早
く
施
さ
な
つ
け
て
北
海
道
へ
提
出
し
た
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
地
元
の
要
望

る
。
が
上
が
っ
た
の
で
調
査
委
員
会
を
構
成
、

国
の
天
然
記
念
物
指
定
に
向
け
て
、
北
保
存
保
護
対
策
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

海
道
教
育
委
員
会
の
指
定
区
域
の
素
案
が
、
し
た
植
生
等
総
合
調
査
を
一
年
間
掛
け
て

一
九
九
二
年
十
一
月
よ
う
や
く
新
聞
報
道
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
道
営
林

に
な
っ
た
。
局
と
内
部
協
議
を
詰
め
て
い
る
と
い
う
一

素
案
の
区
域
は
、
夕
張
岳
山
頂
を
中
心
方
、
東
側
の
南
富
良
野
町
の
指
定
に
対
す

に
西
斜
面
に
当
た
る
夕
張
市
側
が
二
、
○
る
動
き
が
一
向
に
見
え
て
こ
な
い
。

七
四
鯵
、
東
側
斜
面
の
南
富
良
野
町
側
が
「
指
定
で
は
民
主
的
に
す
す
め
た
い
」

七
五
一
鯵
で
、
第
二
種
特
別
地
域
の
ほ
ぼ
と
い
う
、
国
の
調
査
官
の
意
向
に
よ
れ
ば
、

標
高
一
、
○
○
○
筋
以
上
に
網
を
か
ぶ
せ
要
望
が
下
か
ら
上
が
っ
て
く
る
の
を
待
っ

た
範
囲
に
な
っ
て
い
る
。
（
４
頁
に
図
参
と
い
う
。
国
が
動
き
始
め
て
か
ら
今
日
ま

照
）
で
、
実
に
長
い
時
間
が
経
過
す
る
、
国
を

登
山
者
の
増
加
で
荒
廃
が
進
む
湿
原
や
、
動
か
そ
う
と
す
る
市
民
の
熱
意
は
、
弛
ま

ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
、
エ
ゾ
コ
ウ
ボ
ウ
な
ど
の
な
く
、
し
な
や
か
に
運
動
体
で
続
く
。

高
山
植
物
群
落
、
地
質
学
上
重
要
視
さ
れ

◇
◇

る
ガ
マ
岩
、
蛇
紋
岩
崩
落
地
、
絶
滅
が
心

「
指
定
」
の
受
Ⅲ
作
り
を

配
さ
れ
る
頂
上
直
下
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息

地
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
の
周
辺
地
域
が
夕
張
市
は
、
天
然
記
念
物
指
定
の
要
望

包
含
さ
れ
て
い
る
。
書
を
提
出
後
も
、
財
政
難
を
理
由
に
、
指

◇
◇

定
を
受
け
る
と
保
護
に
莫
大
な
お
金
が
か

か
る
、
指
定
を
す
る
な
ら
国
や
道
が
「
指

国
が
踏
査
を

定
と
保
護
を
一
体
で
や
っ
て
ほ
し
い
」
・

文
化
庁
の
調
査
官
が
、
夕
張
岳
の
踏
査
条
件
つ
き
の
要
望
書
が
い
ま
だ
生
き
て
い



る
と
云
っ
た
姿
勢
で
一
貫
、
従
っ
て
指
定

が
先
へ
延
び
て
も
止
む
な
し
の
認
識
で
い

た
。
地
元
が
指
定
で
積
極
的
に
な
れ
な
い

で
い
る
そ
う
し
た
考
え
方
を
何
と
か
変
え

て
い
く
為
の
働
き
か
け
と
情
報
提
供
に
、

何
回
も
、
何
回
も
役
所
へ
足
を
運
ん
だ
。

先
ず
、
夕
張
岳
の
現
状
を
知
っ
て
貰
う

為
の
ス
ラ
イ
ド
会
を
企
画
、
市
議
会
や
教

育
委
員
、
各
課
の
市
職
員
、
空
知
支
庁
、

営
林
署
へ
も
行
脚
を
行
っ
た
。
市
文
化
財

保
護
委
員
に
は
現
地
視
察
を
企
画
、
合
同

の
視
察
登
山
を
実
施
、
又
、
「
登
ら
せ
よ

う
会
」
で
市
教
育
長
を
登
山
さ
せ
た
。
下

山
後
の
教
育
長
は
、
感
激
と
感
動
で
感
想

の
言
葉
が
髄
れ
出
た
。

市
民
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

出
来
る
事
を
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
は
、

こ
と
ば
を
心
に
の
せ
て
、
何
回
も
役
所
へ

通
っ
て
い
る
内
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
要

望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
達
は
、
保
護
対
策
は
行
政
と
と
も
に
、

を
提
案
し
て
き
た
。
昨
年
、
待
望
の
夕
張

岳
関
係
者
協
議
会
が
、
市
主
催
で
設
置
さ

れ
、
営
林
署
、
空
知
支
庁
、
市
観
光
事
業

課
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
、
体
育
振

興
課
、
夕
張
山
岳
会
、
１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク

ラ
の
会
の
七
団
体
と
文
化
財
保
護
委
員
長

が
入
り
開
か
れ
る
。
協
議
会
で
は
、
天
然

記
念
物
指
定
と
保
護
に
つ
い
て
、
認
識
の

統
一
を
計
り
な
が
ら
各
団
体
の
活
動
に
協

力
す
る
事
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
画
期
的
な
活
動
か
ら
市
は
、

昨
年
補
正
予
算
を
計
上
、
夕
張
岳
の
緊
急

保
護
対
策
を
実
施
し
た
。
立
看
板
と
コ
ー

ス
ロ
ー
プ
、
六
基
六
ヶ
所
に
設
置
す
る
に

至
っ
た
。
認
識
を
高
め
な
が
ら
、
共
に
労

の
汗
を
流
し
合
う
、
地
元
の
受
皿
作
り
が

こ
の
よ
う
に
し
て
始
め
ら
れ
た
。

◇
◇

自
ら
の
手
で

そ
れ
で
も
な
お
、
天
然
記
念
物
指
定
が

7． 24南富良野町と交流登山虻紋岩崩壊地を説明する本城代表1994

進
捗
さ
れ
な
い
状
況
を
何
と
か
打
開
さ
せ

る
為
に
、
各
関
係
機
関
へ
要
請
や
情
報
交

換
な
ど
の
行
動
を
起
こ
し
た
。

停
滞
し
て
い
る
原
因
を
明
白
に
し
て
、

道
営
林
局
、
道
教
委
文
化
課
、
道
自
然
保

護
課
へ
、
そ
し
て
南
富
良
野
町
等
へ
行
脚

を
し
住
民
の
熱
意
を
伝
え
て
く
る
。
活
動

を
ガ
ラ
ス
張
り
に
得
た
情
報
は
循
環
さ
せ

る
為
、
市
の
担
当
者
へ
情
報
を
ど
ん
ど
ん

置
い
て
く
る
。

◇
◇

国
指
定
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
地
元
か
ら
の
要
望

書
が
必
要

道
営
林
局
と
協
議
（
範
囲
等
）
が
整
っ

た
ら
、
国
へ
の
申
請
は
道
教
委
が
行
う
。

指
定
後
の
管
理
は
所
有
者
（
林
野
庁
）
が

行
う
。
地
元
負
担
は
強
い
ら
れ
な
い
事
が

基
本
に
な
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
「
指
定
」

と
「
保
護
」
は
離
し
て
考
え
る
も
の
、
と

い
う
事
が
、
夕
張
市
も
徐
食
に
理
解
出
来

て
き
た
。

南
富
良
野
町
か
ら
出
そ
う
で
出
な
い
要

望
書
に
、
町
の
教
育
委
員
会
を
訪
問
、
町

民
と
積
極
的
に
交
流
を
深
め
、
ス
ラ
イ
ド

会
や
、
夕
張
岳
の
現
状
を
訴
え
協
力
を
求

め
た
。
「
登
ら
せ
よ
う
会
」
も
計
画
し
、

町
民
と
交
流
登
山
会
を
果
た
し
た
。
教
育

長
は
、
夕
張
岳
の
土
を
初
め
て
踏
み
、

3



「
九
月
議
会
で
要
望
書
を
出
す
」
と
、
足

踏
み
状
態
だ
っ
た
要
望
番
に
、
や
っ
と
心

を
開
い
て
く
れ
た
。◇

◇

花
の
夕
張
岳

夕
張
岳
の
特
徴
で
あ
る
高
山
帯
は
、
超

塩
基
性
岩
地
の
全
国
で
も
稀
な
蛇
紋
岩
メ

ラ
ン
ジ
ュ
で
知
ら
れ
、
こ
の
珍
し
い
地
質

に
、
シ
ダ
植
物
三
十
六
種
、
種
子
植
物
五

三
七
種
の
高
等
植
物
が
、
又
、
固
有
種
の

１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
、
シ
ソ
バ
キ
ス
ミ
レ
、

ユ
ウ
パ
リ
ク
モ
マ
グ
サ
、
ユ
ウ
パ
リ
シ
ャ

ジ
ン
、
ユ
ウ
バ
リ
ソ
ウ
な
ど
十
二
種
が
数

え
ら
れ
、
道
内
単
一
の
山
と
し
て
は
特
に

多
い
。

高
山
帯
の
わ
ず
か
一
○
賊
に
、
湿
原
、

岩
場
、
沼
、
池
、
砂
礫
な
ど
が
あ
り
、
植

物
群
落
の
種
類
が
多
く
、
し
か
も
群
落
の

組
み
合
わ
せ
が
多
彩
で
、
自
然
保
謹
の
主

要
、
自
然
性
、
稀
少
性
及
び
多
様
性
に
お

い
て
、
二
十
三
万
鯵
を
誇
る
国
立
公
園
の

大
雪
山
に
匹
敵
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

同
じ
蛇
紋
岩
の
ア
ボ
イ
岳
は
、
昭
和
十

四
年
に
国
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
同
二
十
七
年
、
特
別
天
然
記
念
物
に

格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

夕
張
岳
は
、
昭
和
三
十
年
に
道
立
自
然

公
園
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
も
保
護
に
は

手
つ
か
ず
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
き
た
。

昭
和
二
十
四
年
頃
、
天
然
記
念
物
指
定
学
習
登
山
や
講
演
会
、
自
然
探
索
会
な

候
補
に
上
り
な
が
ら
消
滅
し
た
と
云
う
。
ど
の
活
動
を
積
孜
重
ね
、
札
幌
で
シ
ン
ポ

夕
張
岳
は
、
炭
鉱
ま
ち
で
悲
運
な
運
命
を
ジ
ウ
ム
や
例
会
を
定
期
に
開
催
す
る
な
ど

辿
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
市
内
と
市
外
の
各
地
の
人
々
と
の
連
携
を

◇
◇

密
に
、
地
元
発
の
正
し
い
情
報
を
発
信
し

続
け
て
き
た
。

地
域
を
こ
え
て

助
成
活
動
で
は
、
日
本
自
然
保
護
協
会

市
民
運
動
は
、
地
域
も
人
も
選
べ
な
い
。
自
然
保
護
基
金
を
受
け
、
気
象
計
の
調
査

豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
は
、
地
域
を
守
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
看
板
作
成
な
ど
を

り
な
が
ら
ま
ち
作
り
を
考
え
る
こ
と
を
二
取
り
く
ゑ
大
き
な
成
果
を
得
る
事
が
出
来

本
の
柱
に
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
た
。

切
に
思
っ
て
き
た
。
今
年
は
、
夕
張
岳
の
道
内
移
動
写
真
展

可憐に咲く夕張岳の固有植物「ユウバリソウ」

の
企
画
を
、
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
４

と
共
催
で
、
札
幌
・
南
富
良
野
町
・
広
島

町
・
夕
張
で
開
催
、
十
一
月
夕
張
を
皮
切

り
に
各
地
を
巡
回
す
る
。

そ
し
て
、
文
化
財
の
夕
張
岳
を
、
豊
か

な
自
然
を
未
来
へ
守
り
残
す
た
め
に
、
麓

に
住
む
私
達
は
、
南
富
良
野
の
町
民
と
と

も
に
住
民
の
盛
り
上
が
り
を
作
り
な
が
ら
、

天
然
記
念
物
の
指
定
が
決
ま
れ
ば
、
地
元

と
の
受
皿
作
り
を
地
域
を
こ
え
て
、
展
開

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉凶岳

夕
張
岳
、
一
九
九
二
年
、
十
一
月
発
表

指定区域素 」

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会

水
尾
君
尾

一
テ
イ

●
翌
域

アテ

上
地第二根



題
以
降
も
、
全
国
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大

◆
大
雪
山
と
石
狩
川
と
き
な
自
然
保
護
上
の
問
題
ｌ
大
規
模
林
業

圏
開
発
計
画
問
題
・
日
高
中
央
横
断
道
路

「
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
」
が
問
題
・
知
床
国
立
公
園
伐
採
問
題
な
ど
が

で
き
て
、
二
十
二
年
目
に
な
る
。
当
初
登
場
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
り
組

「
旭
川
・
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
」
と
し
み
は
、
す
べ
て
こ
の
と
き
の
運
動
が
土
台

て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
一
九
八
○
年
に
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
大
雪
縦
貫

在
の
名
称
に
改
称
し
た
。
理
由
は
、
石
狩
道
路
問
題
は
、
守
る
会
に
と
っ
て
も
特
別

川
の
水
銀
汚
染
問
題
を
契
機
に
、
一
九
七
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

五
年
十
一
月
に
発
足
し
た
「
石
狩
川
水
銀
ま
た
、
こ
の
問
題
は
日
本
の
自
然
保
護

な
く
す
市
民
の
会
」
が
そ
の
役
割
を
終
え
、
運
動
史
上
で
も
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
な
っ

守
る
会
と
組
織
統
一
し
た
た
め
で
あ
る
。
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
問
題
が
、
①
わ

守
る
会
結
成
の
動
機
は
、
大
雪
縦
貫
道
が
国
最
大
の
原
始
型
自
然
公
園
の
中
の
開

路
問
題
で
あ
る
。
当
時
、
全
国
を
揺
る
が
発
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
、
②
問
題
の
行

し
た
こ
の
問
題
も
、
運
動
の
甲
斐
が
あ
っ
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
今
後
の
自
然
保
護

て
結
成
の
翌
年
計
画
取
り
下
げ
と
な
っ
た
。
の
あ
り
方
が
規
定
さ
れ
る
問
題
に
な
っ
て

だ
が
、
大
雪
山
の
自
然
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
い
た
こ
と
、
③
反
対
運
動
が
、
市
民
の
自

こ
の
一
本
の
道
路
問
題
で
は
片
付
か
ず
、
立
し
た
本
格
的
な
自
然
保
護
運
動
と
し
て

線
か
ら
面
へ
と
新
た
な
問
題
を
抱
え
な
が
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、
④
全

ら
広
が
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
国
的
な
世
論
を
つ
く
り
あ
げ
て
、
計
画
撤

守
る
会
の
こ
の
二
十
二
年
の
歩
承
を
振
回
を
実
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。

り
返
り
な
が
ら
、
自
然
保
護
運
動
の
今
後
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
七
○
年
代
の

の
課
題
は
い
っ
た
い
何
か
、
改
め
て
考
え
前
半
は
、
激
化
し
た
公
害
に
対
し
反
公
害

て
み
た
い
。
の
住
民
運
動
が
続
出
し
た
時
期
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
の
運
動
は
深
刻
な
被

◆
運
動
の
芽
生
え
害
に
対
処
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
公
害
を

未
然
に
防
止
す
る
運
動
に
ま
で
至
ら
な
か
つ

北
海
道
に
お
け
る
自
然
保
護
運
動
の
基
た
。
一
九
六
四
年
、
三
島
・
沼
津
で
コ
ン

礎
は
、
大
雪
縦
貫
道
路
反
対
運
動
の
中
で
ビ
ナ
ー
ト
立
地
に
反
対
す
る
住
民
運
動
が

つ
く
ら
れ
た
。
北
海
道
で
は
縦
貫
道
路
間
成
功
す
る
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
未
然
防
止
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の
成
功
例
で
あ
る
。

自
然
保
謹
運
動
の
分
野
で
は
、
自
然
保

護
団
体
そ
の
も
の
が
ま
だ
数
少
な
い
時
代

だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
例
は
な
か
っ

た
が
、
大
雪
縦
貫
道
路
反
対
運
動
が
成
功

し
て
、
こ
の
分
野
初
の
例
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
事
実
上
決
定

を
み
て
い
た
国
の
大
き
な
開
発
計
画
が
、

着
工
さ
れ
る
こ
と
な
く
ス
ト
ッ
プ
し
た
と

い
う
点
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
。

さ
て
、
大
雪
縦
貫
道
路
反
対
の
運
動
が

成
功
し
た
要
因
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
っ

た
か
。
運
動
の
外
的
要
因
と
し
て
は
①
大

雪
山
が
全
国
的
に
著
名
な
国
立
公
園
で
あ
っ

た
こ
と
、
②
公
害
反
対
運
動
に
啓
発
さ
れ

た
自
然
保
護
の
時
流
が
あ
っ
た
こ
と
、
③

出
来
た
ば
か
り
の
環
境
庁
の
大
石
武
一
長

官
が
、
反
対
表
明
を
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

運
動
の
内
的
要
因
と
し
て
は
、
①
札
幌

に
で
き
た
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
に
連
携

し
て
、
新
得
、
旭
川
の
両
地
元
に
反
対
組

織
が
で
き
た
こ
と
、
②
そ
れ
ら
が
東
京
で

発
足
し
た
全
国
自
然
保
護
連
合
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
有
機
的
な
運
動
を
展
開
し
た
こ

と
、
③
運
動
の
目
的
を
シ
ン
プ
ル
に
わ
か

り
や
す
く
し
て
、
運
動
自
体
も
情
勢
に
あ

わ
せ
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
進
め
た
こ
と
、
④

学
者
、
報
道
関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
広
範

な
人
糞
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
、
具

体
的
な
問
題
点
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
明

ら
か
に
し
て
い
っ
た
こ
と
、
⑤
学
ぶ
．
調

べ
る
．
知
ら
せ
る
．
広
げ
る
を
運
動
課
題

に
、
三
日
と
空
け
な
い
勢
力
的
な
活
動
を

し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

◆
山
か
ら
森
へ

守
る
会
の
運
動
は
、
縦
貫
道
計
画
が
取

り
下
げ
と
な
っ
た
段
階
で
、
一
応
所
期
の

目
的
は
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
雪
山
山

麓
の
林
道
に
よ
る
自
然
破
壊
の
実
態
を
見

る
に
お
よ
ん
で
、
問
題
は
縦
貫
道
と
い
う

一
本
の
線
で
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
、
十
勝
岳
山
麓

に
つ
く
ら
れ
た
上
俵
真
布
林
道
で
あ
る
。

縦
貫
道
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
た
め

予
備
調
査
に
入
っ
て
承
る
と
、
縦
貫
道
の

予
定
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
こ
の
林
道
工
事
が

真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
調
べ
て
承

る
と
、
白
金
温
泉
の
方
か
ら
も
う
一
本
の

水
楽
右
沢
林
道
が
延
び
て
き
て
お
り
、
途

中
で
ひ
ど
い
自
然
破
壊
を
起
こ
し
て
い
た
。

縦
貫
道
路
を
つ
け
る
、
つ
け
な
い
で
全

国
中
が
論
議
し
て
い
る
最
中
、
林
道
と
は

い
い
な
が
ら
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で
道
路
建

設
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
縦
貫
道

路
の
先
取
り
工
事
と
し
て
非
難
を
浴
び
る

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
契
機

に
、
大
雪
山
系
の
林
道
を
改
め
て
調
査
し

て
承
る
と
、
自
然
破
壊
林
道
が
次
盈
と
現

れ
た
の
で
あ
る
。
大
雪
原
生
林
近
く
の
ペ

ン
ケ
チ
ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道
、
狸
台
林
道
、

ニ
セ
イ
チ
ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道
等
々
で
あ
る
。

特
に
前
者
二
つ
の
林
道
は
、
大
雪
ダ
ム
の
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水
没
補
倣
林
道
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
り
わ
け
水
銀
汚
染
は
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
や
が
て
大
気
汚
染

が
、
脆
く
風
化
の
著
し
い
地
層
の
急
斜
面
て
お
ら
ず
、
こ
と
の
な
り
ゆ
き
に
よ
っ
て
◆
地
域
の
環
境
を
守
る
調
査
や
突
哨
山
の
ゴ
ル
フ
場
反
対
運
動
が

を
切
り
開
い
た
工
事
の
た
め
破
壊
が
ひ
ど
は
、
全
国
お
よ
そ
六
○
○
の
紙
・
パ
ル
プ
始
ま
っ
た
。

く
、
国
会
で
も
問
題
視
さ
れ
工
事
中
止
と
産
業
の
問
題
に
発
展
す
る
大
問
題
で
あ
っ
石
狩
川
水
銀
汚
染
問
題
は
、
工
場
側
に
地
域
に
根
ざ
し
た
運
動
に
は
、
地
道
な

な
っ
た
。
た
。
汚
染
の
酷
か
っ
た
Ｓ
Ｐ
工
程
を
廃
止
さ
せ
、
自
然
保
護
教
育
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
。

林
道
問
題
は
そ
の
後
も
十
勝
岳
山
麓
で
、
過
去
の
公
害
闘
争
を
承
る
か
ぎ
り
、
そ
市
と
工
場
間
の
公
害
防
止
協
定
を
改
善
さ
活
力
に
満
ち
た
輝
く
運
動
に
は
、
澄
ん
だ

水
源
酒
養
保
安
林
を
著
し
く
過
伐
し
た
洞
れ
は
重
く
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
間
せ
る
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
が
、
抜
目
。
熱
い
心
．
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
言
葉
を

沢
林
道
や
白
金
林
道
が
問
題
化
し
た
が
、
題
を
守
る
会
の
組
織
だ
け
で
取
り
組
む
か
、
本
的
な
工
場
側
の
汚
染
防
止
対
策
、
過
去
持
っ
た
、
大
勢
の
人
た
ち
の
手
が
必
要
で

こ
の
問
題
が
林
業
問
題
を
考
え
る
契
機
と
そ
れ
と
も
こ
の
問
題
を
専
門
的
に
取
り
組
か
ら
今
日
に
い
た
る
石
狩
川
全
域
の
水
銀
あ
る
。
層
の
厚
い
息
の
長
い
運
動
に
す
る

な
り
、
や
が
て
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
む
別
組
織
を
つ
く
っ
て
、
協
同
の
運
動
に
汚
染
の
実
態
な
ど
、
未
解
明
の
課
題
も
た
こ
と
も
必
要
だ
。

へ
の
取
り
組
承
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
か
で
か
な
り
検
討
し
た
。
結
局
、
当
く
さ
ん
残
し
た
。
こ
の
課
題
の
最
後
に
立
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
）
と

時
守
る
会
で
は
大
規
模
林
業
圏
を
は
じ
め
ち
は
だ
か
つ
た
壁
が
、
環
境
基
準
で
あ
る
。
ひ
ぐ
ま
大
学
は
、
そ
の
期
待
を
こ
め
て
つ

◆
森
か
ら
川
へ
い
く
つ
か
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
川
に
く
ら
れ
た
。
Ｇ
Ｆ
Ａ
は
小
学
生
が
対
象
で
、

こ
と
ゃ
、
こ
の
問
題
だ
け
で
あ
れ
ば
新
た
対
す
る
市
民
の
深
い
関
心
と
理
解
が
不
可
①
身
近
な
自
然
を
フ
ィ
ル
ド
に
、
②
子
ど

大
雪
山
と
旭
川
は
、
石
狩
川
に
よ
っ
て
に
係
わ
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
こ
欠
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
石
狩
川
に
、
も
の
豊
か
な
発
想
と
や
る
気
を
重
視
し
た
、

結
ば
れ
て
い
る
。
大
雪
山
の
恵
玖
は
石
狩
と
も
あ
っ
て
、
「
石
狩
川
水
銀
を
な
く
す
市
民
の
熱
い
眼
差
し
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
③
あ
そ
び
中
心
の
自
然
教
室
で
あ
る
。

川
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
私
た
ち
に
市
民
の
会
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
が
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
結
ひ
ぐ
ま
大
学
は
、
大
人
が
対
象
で
、
①

と
っ
て
大
雪
山
の
問
題
は
身
近
で
も
、
一
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
汚
染
の
発
生
源
、
果
生
ま
れ
た
運
動
が
「
石
狩
川
に
こ
そ
サ
大
雪
山
・
石
狩
川
・
上
川
盆
地
を
フ
ィ
ル

般
の
市
民
に
と
っ
て
は
遠
い
。
市
民
と
大
市
内
を
流
れ
る
石
狩
川
の
水
銀
汚
染
の
実
ケ
を
」
の
運
動
で
あ
る
。
ド
に
、
②
自
然
の
科
学
性
・
歴
史
性
・
文

雪
山
を
結
ぶ
自
然
の
回
廊
と
し
て
石
狩
川
態
、
汚
染
魚
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
汚
染
と
破
壊
を
重
ね
て
い
る
石
狩
川
に
、
化
性
を
重
視
し
た
、
③
巡
検
を
主
体
に
し

を
運
動
に
組
承
込
も
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
更
に
、
住
民
運
動
が
推
薦
す
る
学
者
団
が
サ
ケ
を
蘇
ら
せ
、
市
民
の
関
心
を
再
び
石
た
自
然
識
座
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の

石
狩
川
の
水
銀
汚
染
事
件
が
持
ち
上
が
っ
工
場
内
に
立
ち
入
り
、
汚
染
の
原
因
を
突
狩
川
に
集
め
よ
う
と
い
う
試
承
で
あ
る
。
前
身
の
活
動
を
含
め
る
と
二
十
年
近
い
キ
ャ

た
。
き
止
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
の
連
携
も
で
き
、
こ
リ
ア
を
持
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
ひ
ぐ
ま

守
る
会
の
中
に
河
川
研
究
班
が
で
き
た
こ
の
運
動
は
か
つ
て
な
い
科
学
論
争
と
の
十
年
の
間
に
五
万
尾
の
稚
魚
放
流
を
実
大
学
は
、
十
三
期
七
十
八
回
の
講
座
を
通

直
後
の
こ
と
で
、
非
常
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
り
、
専
門
家
と
住
民
運
動
が
手
を
結
び
施
し
た
。
し
て
、
延
べ
二
○
○
名
を
超
え
る
受
講

よ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
取
り
組
ん
で
承
る
合
う
こ
と
の
大
切
さ
、
住
民
運
動
が
科
学
サ
ケ
を
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
は
、
川
の
生
者
を
出
し
、
こ
の
運
動
の
重
要
な
担
い
手

と
汚
染
源
が
市
内
の
パ
ル
プ
エ
場
で
あ
り
、
武
装
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。
き
と
し
生
け
る
も
の
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
、
に
な
っ
て
い
る
。

汚
染
が
過
去
の
汚
染
で
は
な
く
現
在
進
行
す
な
わ
ち
豊
か
な
川
の
自
然
を
取
り
戻
す

形
で
あ
る
こ
と
が
確
定
的
に
な
っ
て
き
た
。
運
動
で
あ
る
。
川
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い

パ
ル
プ
エ
場
に
よ
る
河
川
の
重
金
属
汚
染
、
な
空
気
、
身
近
な
自
然
の
確
保
も
必
要
で
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◆
再
び
問
い
直
し
の
運
動
を

さ
て
、
自
然
保
護
運
動
の
新
た
な
課
題

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
り
返
っ
て
承
る
と
、

こ
の
二
十
数
年
の
間
に
運
動
を
す
る
側
に

も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。

縦
貫
道
路
の
こ
ろ
、
道
内
に
は
片
手
で

、
道
内
に
は
片
手
で

数
え
る
く
ら
い
の
自

然
保
誰
団
体
し
か
な

か
っ
た
が
、
い
ま
や

数
え
る
の
に
両
手
を

何
回
も
折
り
曲
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

活
動
の
範
囲
も
山
奥

か
ら
町
中
ま
で
、
そ

の
内
容
も
貴
重
な
自

然
か
ら
身
近
な
自
然

ま
で
多
様
に
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
違
和

感
を
も
た
れ
た
自
然

保
護
と
い
う
こ
と
ば

も
、
い
ま
で
は
ご
く

当
た
り
前
に
だ
れ
の

口
か
ら
も
出
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
ま
だ
喜
べ
る

状
況
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
肝
心
の
自
然

が
、
依
然
、
年
を
失

わ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
確
か
に
、
目

を
覆
い
た
く
な
る
よ

う
な
一
時
期
の
公
害
や
自
然
破
壊
は
、
身

を
ひ
そ
め
た
。
だ
が
、
化
学
的
汚
染
と
物

理
的
破
壊
が
じ
わ
じ
わ
と
慢
性
的
に
同
時

進
行
し
て
お
ｎ
地
球
環
境
の
危
機
も
年
々

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

運
動
の
側
も
、
自
然
保
誰
が
普
遍
化
し

た
分
だ
け
自
然
保
護
や
自
然
に
対
す
る
考

え
方
が
複
雑
化
し
て
い
る
。
と
き
に
は
運

動
を
含
め
て
混
乱
し
て
い
る
様
子
す
ら
承

え
る
。
運
動
の
進
展
に
よ
っ
て
、
自
然
環

境
の
保
全
が
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

守
る
会
の
運
動
は
、
一
本
の
道
路
問
題

か
ら
始
ま
っ
て
、
山
、
森
、
川
、
地
域
と

そ
の
取
り
組
承
領
域
を
広
げ
て
き
た
。
広

げ
て
き
た
と
い
う
よ
り
は
、
取
り
組
象
の

中
か
ら
自
然
に
広
が
っ
て
き
た
と
言
う
ほ

う
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の

運
動
は
、
い
ゑ
じ
く
も
会
の
名
称
に
現
れ

て
い
る
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
残

す
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
運
動
だ
け
で
は
自
然
は
た
だ
目
減
り
す

る
だ
け
で
あ
る
。
少
し
で
も
自
然
に
近
い

自
然
を
、
身
の
ま
わ
り
か
ら
復
元
さ
せ
て

い
く
運
動
が
必
要
で
あ
る
。

大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会

代
表
寺
島
一
男

、
、
一

＜多-シヅクーーー
.． ． 、ぶ､．.． ．．

、

‐』._“ L-=.=圭一一一
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" ア迄スメン勝』
壼雪える-その2－

連合事務局二井田高敏
道との対話、アセス条例の改善を求めての2年間

Z

｜’
私
が
事
務
局
を
引
き
受
け
て
改
め
て
北

海
道
自
然
保
護
連
合
と
は
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
て
ゑ
た
。

自
然
保
護
協
会
と
は
違
っ
て
道
内
各
地

禁

煙

畠
の
』
■
至

丞
力
で
ず

四
回
目
の
話
し
合
い
で
初
め
て

課
長
が
出
席
。
（
中
央
）
一
九
九
三
、
一
○
，
二
五

の
様
食
な
問
題
を
抱
え
た
自
然
保
護
団
体

の
連
合
体
な
の
だ
。
各
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ

に
抱
え
た
事
情
・
問
題
に
は
容
易
に
は
口

は
出
せ
な
い
、
そ
れ
だ
け
開
発
と
自
然
保

た
自
然
保
護
団
体
大
な
経
費
、
そ
れ
に
失
わ
れ
る
自
然
が
あ

団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
と
、
声
を
大
に
し

一
に
は
容
易
に
は
口
て
訴
え
て
も
開
発
側
に
は
通
じ
な
い
。
逆

け
開
発
と
自
然
保
に
推
進
派
は
〃
自
然
と
共
存
″
と
き
れ
い

護
は
難
し
い
問
題
事
を
言
い
な
が
ら
観
光
開
発
を
目
玉
に
経

で
あ
る
。
済
効
果
を
上
げ
る
。
要
す
る
に
金
儲
け
で

な
ぜ
か
と
言
う
あ
る
。
金
が
儲
か
る
と
な
れ
ば
自
然
破
壊

と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
は
眼
中
に
は
な
い
、
北
海
道
が
掲
げ

を
促
進
し
よ
う
と
た
〃
北
海
道
自
然
環
境
保
全
指
針
″
を
無

す
る
姿
勢
が
官
民
視
す
る
横
暴
ぶ
り
だ
。

一
体
で
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
各
加
盟
団
体
の
様
点
な
自
然
開

各
町
村
の
共
通
の
発
反
対
運
動
の
な
か
で
共
通
し
て
い
て
、

問
題
で
も
あ
る
過
多
少
は
開
発
に
歯
止
め
が
掛
け
ら
れ
る
か

疎
対
策
の
切
り
札
と
期
待
し
た
の
が
道
の
ア
セ
ス
条
例
で
あ
っ

で
あ
る
と
最
近
ま
た
。

で
考
え
ら
れ
て
い
北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
が
正
し
い

た
。
も
の
で
、
道
民
が
良
と
す
れ
ば
こ
れ
を
ク

端
的
な
例
が
今
リ
ア
ー
し
た
開
発
計
画
に
は
あ
る
程
度
は

問
題
の
〃
士
幌
高
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
私
は
考
え
る
。
先

原
道
路
″
だ
。
こ
ず
は
連
合
と
し
て
道
の
ア
セ
ス
条
例
を
勉

の
道
路
が
た
と
え
強
し
よ
う
と
考
え
担
当
課
と
交
渉
す
る
こ

出
来
て
も
時
間
に
と
に
な
っ
た
。

し
て
十
五
分
の
差
交
渉
相
手
の
保
健
環
境
部
環
境
調
整
課

し
か
な
い
そ
う
だ
。
は
ア
セ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な
課
だ
。

我
々
、
自
然
保
護
こ
の
環
境
調
整
課
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
マ

側
か
ら
見
れ
ば
〃
ニ
ュ
ア
ル
を
推
進
派
に
指
導
し
、
我
々
自

士
幌
高
原
道
路
″
然
保
護
団
体
に
は
道
の
ア
セ
ス
条
例
を
基

が
無
く
て
も
現
在
に
開
発
計
画
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
言

の
ル
ー
ト
で
十
分
う
文
字
通
り
の
調
整
課
（
？
）
だ
。

で
は
な
い
か
、
莫
一
回
目
の
話
し
合
い
か
ら
我
な
連
合
側
９



の
攻
撃
的
な
質
疑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
の
場
が
過
ぎ
る
と
何
も
残
ら
な
い
、
マ
ス

こ
れ
は
や
む
を
え
な
い
事
で
、
ア
セ
ス
条
コ
ミ
に
も
知
れ
な
い
、
こ
の
非
公
開
の
や

例
を
詳
し
く
勉
強
し
て
い
な
い
我
を
素
人
り
方
は
間
違
っ
て
い
た
。
私
と
し
て
大
失

が
各
地
か
ら
問
題
点
を
抱
え
真
剣
に
実
情
策
で
責
任
を
痛
感
し
た
。

を
訴
え
て
も
担
当
課
は
条
例
の
範
囲
以
内
．
今
年
五
月
の
代
表
者
会
議
で
こ
の
様
な

我
々
の
権
限
に
な
い
と
の
無
情
の
答
え
し
交
渉
の
仕
方
で
は
駄
目
だ
と
の
お
叱
り
を

か
返
っ
て
こ
な
い
。
受
け
、
七
月
に
新
た
な
交
渉
方
法
と
し
て

二
回
目
の
話
し
合
い
も
一
回
目
と
同
様
「
対
話
集
会
」
を
提
案
し
に
道
庁
へ
出
掛

に
連
合
側
か
ら
は
各
地
の
実
情
を
訴
え
る
け
た
。

だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
道
側
は
聞
き
お
く
内
容
は
、
道
は
今
年
初
め
ア
セ
ス
条
例

程
度
。
三
回
目
は
、
報
道
さ
れ
た
記
事
の
の
見
直
し
を
発
表
し
検
討
委
員
会
を
設
け

問
題
で
担
当
職
員
と
の
間
で
激
論
と
な
っ
検
討
を
す
る
と
言
う
の
で
そ
れ
な
ら
我
た

た
・
こ
れ
が
元
で
四
回
目
に
は
激
論
を
交
の
意
見
も
参
考
に
し
て
ほ
し
い
の
で
開
発

わ
し
た
職
員
は
外
さ
れ
担
当
者
が
代
わ
り
、
業
者
も
含
め
た
関
係
者
に
呼
び
掛
け
て
ア

今
後
の
話
し
合
い
の
条
件
を
示
し
て
来
た
。
セ
ス
条
例
の
勉
強
会
を
持
と
う
と
提
案
し

一
つ
に
は
非
公
開
・
二
つ
目
は
人
数
を
絞
そ
の
席
で
、
道
側
か
ら
は
ア
セ
ス
条
例
の

る
・
三
つ
目
は
事
前
に
話
し
合
い
項
目
を
果
た
し
た
役
割
、
事
例
、
現
在
の
問
題
点

文
章
で
交
わ
す
、
そ
し
て
話
し
合
い
は
協
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し

議
会
で
は
な
く
懇
談
会
と
す
る
。
た
。

た
ま
た
ま
連
合
の
代
表
も
代
わ
り
、
新
と
こ
ろ
が
返
っ
て
来
た
答
え
は
「
対
話

代
表
の
意
向
も
あ
っ
て
そ
の
条
件
を
飲
む
集
会
に
つ
い
て
は
矢
面
に
立
た
さ
れ
集
中

こ
と
に
し
た
。
攻
撃
さ
れ
る
の
で
出
席
で
き
な
い
」
と
。

〃
非
公
開
な
ら
本
音
も
言
え
る
″
と
言
何
と
い
う
ご
う
慢
な
態
度
、
こ
れ
が
道

う
誘
い
に
今
迄
の
公
開
と
言
う
原
則
を
曲
庁
役
人
の
本
心
か
。
当
日
は
課
長
対
応
を

げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
連
合
の
加
盟
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
課
長
が
在
席

団
体
の
名
簿
と
規
約
を
出
せ
と
次
々
と
条
し
て
い
る
の
に
挨
拶
す
ら
な
い
。

件
を
突
き
付
け
て
来
た
。
要
す
る
に
道
側
何
の
た
め
の
担
当
課
な
ん
だ
ろ
う
か
？

の
ペ
ー
ス
に
は
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
気
づ
い
た
事

二
年
間
（
五
回
）
話
し
合
い
、
実
例
を
は
、
道
側
は
い
つ
成
立
す
る
か
分
か
ら
な

元
に
真
剣
に
各
地
の
実
情
を
訴
え
て
も
そ
い
国
の
環
境
基
本
法
成
立
待
ち
で
そ
れ
ま

で
は
道
条
例
を
手
直
し
す
る
気
は
さ
ら
さ

ら
な
い
と
言
う
事
で
あ
る
。
た
だ
ポ
ー
ズ

だ
け
取
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

開
発
の
是
非
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
担
当
課

は
常
に
開
発
業
者
に
顔
が
向
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
初
め
て
担
当
課
長
が
出
席
し
た

（
四
回
目
）
時
に
、
昨
年
か
ら
問
題
に
な
っ

た
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
を
例
に
上
げ
、
開
発
業

者
の
信
用
度
を
間
う
て
見
た
。

こ
の
「
信
用
度
」
の
問
い
に
対
し
て
課

長
は
声
を
大
に
し
て
「
信
用
と
言
う
の
は

金
だ
よ
、
お
金
が
あ
る
と
言
う
事
は
信
用

が
あ
る
と
言
う
こ
と
だ
よ
」
と
大
ま
じ
め
、

認
識
の
違
い
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
重
大

問
題
で
あ
る
。

こ
の
課
長
が
十
五
年
前
に
「
北
海
道
環

境
影
響
評
価
条
例
」
を
作
っ
た
実
質
の
責

任
者
だ
と
聞
く
と
、
こ
れ
か
ら
の
条
例
見

直
し
な
ど
ま
っ
た
く
期
待
で
き
な
い
。

た
だ
、
こ
の
ま
ま
で
は
北
海
道
自
然
保

護
連
合
が
甘
く
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

九
月
の
常
務
会
で
対
策
を
練
り
直
し
再
度
、

道
側
と
ア
セ
ス
条
例
改
正
に
む
け
て
交
渉

を
再
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
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北海道自然保護連合1993年度決算報告
3月31日現在

支 出収 入
r

145,000団体加盟費 事務所家賃

会報印刷代

郵送費

電話代

封筒印刷代

180,000

60，609

63，753

33，038

20，694

北海道自然保護協会

道央地区勤労者山岳連盟

十勝自然保護協会

新得サホロリゾート開発問題協議会

知床自然保謹協会

日高山脈の自然を守る会

釧路自然保護協会

ユーパリコザクラの会

室蘭岳の自然を守る会

苫小牧自然保護協会

大雪と石狩の自然を守る会

30,000

5,000

5,000

5,000

20,000

5,000

5,000

10,000

20，000

20,000

20,000

賛助会費113名131口 393,000

166,961

その他
の収入

知床シンポ報告集
カンパ39名
預金利息

10冊 16,390
150,549

22

前期繰越金

合 計

99,18811次期繰越金’ 445,985
804,07911 1 804,079

※94年度会費納入団体苫小牧協会・旭川守る会※現 金

郵便局

札銀普通

197,847

210,925

37,213

1993年度特別会計報告
3月31日現在

札幌銀行 普通預金 (利息2,162含）1,108,647

札幌銀行 定期預金 500,000

合 計 1,608,647

北海道自然保護連合1994年度予算案

収 支入 出

費
費
料

団
賛
広

体加盟

助会

告

会報印刷代

郵 送 費

郵便振替用

紙印刷代

電 話 代

120,000

400,000

30，000

300,000

100,000

15,000

30,000

前期繰越金

合 計

備 費

計

445,985

995,985

予
一
合

550,985

995,985
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94年度代表者会議報告

1，加盟承認について

北海道ゴルフ場問題情報ネットワークが新しく連合加盟が承認されました。又、

千歳自然保護協会からも加盟要望があり、承認されました。

2，常務委員を選出

前田重和、小山健二、寺島一男、水尾君尾、及川裕、二井田高敏、

に苫小牧自然保護協会と北海道自然保護協会からそれぞれ1名ずつ、

常務委員を選出しました。

神原昭子、他

合計9名の新

3，各地の活動

士幌高原道路、夕張岳天然記念物指定、 日高セミナー、各地のゴルフ場問題、コー

プさっぼろ「ふれあいの森」など加盟団

体の取り組んでいる問題を討議しました。

北の自然 Nu53

1994年11月25日発行

発行所北海道自然保護連合

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

発行人黒萩尚

編集小山健二

「北の自然」連絡先

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

画(011)741-2490

郵便振替：小樽1-4071
賛助会費：年間3,000円

北海道の自然を考える会の前田さんのご好意

で事務所を前田ビルに置いていましたが、この
程下記に連絡先を変更する事になりました。

新住所

〒001札幌市北区北21条西8丁目

2－20－506黒萩様方

登 山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

秀岳荘店J鏡遂9曲り
営業時間/AM10:00～PM7:00 定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目a(011)726-1235

旭川店旭川市忠和条4丁目a(0166)61-1930

（専用駐車場完備）
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◎連合の連絡先が変わります。


